


要約: PVL の早期診断のために、頭部超音波検査と病理を対比した。病理学的に広い PVL

は超音波診断でき、限局性のPVL では神経学的後障害は少ないと考えられた。乳児期後半

の MRI では、PVL の病巣は診断でき、軽度から重度まであり、成因は複雑であると考えら

れた。PVL に West 症候群を合併した重症例の MRI 画像形態計測学的解析では、第 3 脳室

拡大と中脳と橋面積の減少が West 症候群で特異的に強く、PVL 群における West 群の発症

に上部脳幹が関与し、特異な成因があると考えられた。さらに、臨床的 PVL を症候の程度

で分類し、発生危険因子を検討し、有意に高い危険因子は出生前と後にあった。早産の予

防を行い、妊娠中毒症をはじめとした合併妊娠の管理を十分に行うことが重要であると考

えられた。また、陣痛抑制の際に母体ヘマグネシュウム製剤を投与することは胎児の PVL

発症を予防しうると考えられた。


